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～80解であった。

5　発根促進処理

発根に関する物質は単一のものだけではなく，種々

の物質が相互に閑達しあっているが，それらの一つは

オーキシンであり，さし穂を合成オーキシン（工・A・

A，N・A・A，Ⅰ・B・Aなど）に浸潰することによっ

て発根が促進される。また炭水化物，窒素化合物など

の栄養物質も重要であり，その比率，あるいは炭水化

物の絶体量の多いことが発根に好条件である。その他

ビタミンB2，B6，ビオチソ，ルチン，アデニン，ホ

ウ素なども発根を促進する物質との報告が多い。また

発根阻害物質を除去するため硝酸銀，過マンガン酸カ

リなどの溶液浸演で効果を得た事例もある。

本試験では発根促進処理として，さし穂を合成オー

キシンⅠ・丑・A，その他1～2の溶液に浸潰処理を試

みた。その結果第1～5表に示したように，無処理で

は全く発振が認められず，Ⅰ・B・Aに浸潰することに

よって始めて発根が得られた。また工・8・A単用に比

較して，SucrOSe併用は更に発根率を高めた。Ⅰ・

8・Aの濃度に関しては第2表に示したように高濃度

短時間浸潰（4．000ppm5秒間浸痘）が低濃度長時間

浸潰（50ppm24時間浸潰）より勝った。その他ビタ

ミン，ホウ素，ルチンなどの溶液浸演を試みたが判然

とした結果は得られなかった。また硝酸銀溶液浸溝は

薬害のため腐敗し有効ではなかった。

4　さし木用土

ミストを利用したさし木では，かん水量が多く床土

が一般に過湿気味になるため，用土は排水のよい通気

性のあるものを用いる必要がある。またさし穂の腐敗

を防ぐため，肥料分，有段質，雑菌を含まないことが

必要である。一般に用いられる用土としては，川砂，

鹿沼土，赤玉土，／ミーミキュライト，ピートモス，パ

ーライト，ミズゴケなどがある。本試験ではこれらの

うち鹿沼土，赤玉土，バーミキュライトを用いて検討

した。第5表に示したとおりMMlO4，MMlOdとも

赤玉土が最も発根がよく，他の2用土は劣った。これ

については，ミストの噴霧量との関連が深く，噴霧量

が違えば適する用土も当然異なると考えられるが本試

験の条件下では赤玉土が最も適したといえる。

4　ま　　と　　め

1　ミスト装置を利用し，リン∵ゴわい性台木の新柄

さしを試みた。

2　供試した台木の中ではMMlOdが最も発根しや

すく，その他の台木は概して発根率は低く，また年次

間差が大きく，一定した発根率は得られなかった。

5　新稗の採取時期（さし木時期）は8月下旬が最

も適当であり，8月上旬，7月中旬採取では発根率は

劣った。

4　さし穂の工．B・A浸溝処理は有効であり，無処

理ではほとんど発根が認められなかった。工・五・Aの濃

度は低濃度長時間浸濱より高濃度短時間浸溝が勝った。

またSu・CrOSeを併用した場合，発根率は更に高ま

った。

5　さし木用土に関しては本試験の条件下では赤玉

土が殻も良く，鹿沼土，バーミキュライトは劣った。

6　発根後のさし穂の生育は極めて悪く，台木とし

て使用するには更に一年の養成が必要である。またマ

ルバ台，実生台を利用した盛土繁殖法に比べ確実性に

乏しく，実用性については末だ疑問の点が多い。

リンゴ「デリシャス系」の収穫適期の判定法に関する研究

＊千坂知行．熊谷徹郎・与野強喜・声木村康志

当日原田忠信．＊転藤幸平．讐永山忠明

篭慧芸芦雪雲警≡妄……芸芸霊芝芸）

1　ま　え　が　き
しかし，果実の硬度，糖度，着色等を総合的に判断

した場合，年次によるふれがみられる。

収穫適期の判定に当たって，これまでリンゴ「デリ　　　筆者らは1989年から1972年にわたり，収穫適期を

シャス系」の場合，本県では満開後150～155日が一　把握し，品質改善上の資料を得るため，採取時期別の

応の目安とされてきた。　　　　　　　　　　　　　　果実内容と気象条件との関係を検討したのでその結果
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の概要を報告する。

2　試．験　方　法

1969年から72年までの4カ年にわたり，宮城県園

試仙台果樹試験地（旧宮城農試）圃場において，品種

リチャードデリシャス（1989年当時18年生）を用い，

採取時期別に果実内容を検討した。各年次ごとの満開

日及び採取時期は第1表のとおりである。

第1表　各年次における満開日及び採取月日

年 次 満 開 日 採　　 取　　 月　　 日

19 8 9

月 日

5 ． 5

9月 2 4 日（ 14 2 ） 1 0．1 （14 9 ）

1 0．8 （ 15 8 ） 1 0．1 5 （1 6 5 ）

19 70 5 ．1 2

貸 2 9 （ 1 4 0 ） 1 0．8 （ 14 7 ）

1 0．1 5 （ 15 4 ） 1 0．2 0 （柑 1 ）

19 7 1 5 ． 1 5

R 5 0 （ 14 0 ） 1 0．7 （ 14 7 ）

1 0．1 4 （1 5 4 ） 1 0．2 1 （ 1 8 1 ）

19 7 2 5 ． 5

免2 0 （ 14 0 ） R 2 7 （1 4 7 ）

1 0．4 （ 15 4 ） 1 0．1 1 （ 1d l ）

19和～72年には採取した果実の一部を冷蔵貯蔵し，

貯蔵後の果実内容をみた。

果実の1果重，着色及び地色については各採取時期

ごとにSdO～dOO巣を供試した。果実の硬度，糖度，

酸などについては各採取期の調査時ごとに50果供試

した。

硬度はマグネステーラー式（針頭7／1占，剥離），

糖度は屈折糖度計を用いた。

る　試　験　結　果

1　年次別にみた収桂適期

（1）1989年の場合

各年次ごとに採取時期別の果実内容をみたのが第2

表である。1969年の場合，全般に硬度が高く，糖度

が低い傾向にあった。

満開後185日で糖度が11．2であるが地色，着色（指

数245）からみて収嘩適期と思われた。満開156日以前

のものは糖度がいずれも11度以下にとどまった。

（）内は満開後日数

第2表　　採取時期別にみたリチャードデリシャスの果実内容

採 取 時 期

（満 開 後 日 数 ）

1 果 重 硬　　 度 糖　　 度 酸　 含 量 着 色 指 数 地 色 指 数 密 入 指 数

1 9 8 9

1 4 2

　　 グ

2 1 1．5 1 エ 1 1 D ．2

　 努

0 ．2 くi 1 0 鼠 5 1．7 8 －

1 4 9 2 1 4 ．4 1 5 ．8 1 0．4 0 ．2 5 1 4 鼠 5 2 ．0 4 －

1 5 d 2 1 0 ．0 1 5 ．9 1 0．7 0．2 5 2 1 5．4 2 ．4 8
－

1 ° 5 2 2 5．1 1 5 ．5 1 1．2 0．2 4 2 4 5 ．8 2 ．7 2 2 ．0

1 9 7 0

1 4 0 2 5 8．4 1 5 ．8 1 0．7 0 ．2 7 1 8 8 ．4 2 ．2 2 1．8

1 4 7 2 5 2 ．8 1 4 ．9 1 2 ．5 0．2 5 1 9 R d 2 ．5 5 2 ．8

1 5 4 2 7 0．9 1 4 ．9 1 2 ．7 0．2 5 2 2 父0 2 ．8 4 2 ．9

1 8 1 2 7 4 ．8 1 4 ．4 1 5．1 0 ．2 1 2 5 2 ．0 2 ．8 7 5 ．9

1 9 7 1

1 4 0 2 4 5 ．8 1 4 ．9 1 1．4 0 ．3 2 1 9 8．4 2 ．8 5 5 ．0

1 4 7 2 4 1．1 1 4 ．8 1 2 ．0 0．2 8 1 9 8．4 5 ．0 0 5 ．6

1 5 4 2 5 4 ．5 1 5 ．5 1 2 ．2 0．5 1 2 2 8 ．9 5、2 7 5 ．9

1 6 1 2 4 8 ．5 1 2 ．2 1 2 ．2 0 ．2 9 2 5 5 ．2 5 ．5 5 4 ．4

1 9 7 2

1 4 0 2 °0 ．5 1 5 ．5 1 0．7 0 ．5 8 1 5 2 ．8 2 ．5 2 1．8

1 4 7 2 7 1．4 1 5 ．8 1 1．4 0 ．5 5 1 d R 9 5．1 8 1．8

1 5 4 2 7 8 ．8 1 4 ．9 1 2 ．5 0 ．5 4 1 9 貸 8 5 ．4 1 2 ．9

1 6 1 2 5 8 ．4 1 4 ．8 1 2 ．9 0．5 0 2 0 4 ．2 5．4 2 2 ．8

注．着色指数三g（着色両横（劾×係数）′総果数　　係数：濃5，申2，淡1

地色指数：録1，黄緑2，緑黄5，黄4　　哲人指数：無1，徴2，少5，中4，多5
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（2）1970年の場合

満開147日で糖度が12度以上となったが着色（指

数199）がやや不充分であった。

収控適期は満開後154日ころと思われ，181日後で

は硬度14．4とやや軟化する傾向がみられ，また収穫前

落果も多くなる傾向がみられた（第1回）。

130　　140　　150　　160　　170

満　開　後　日　数

第1回　収穫前落果率

（晶毯　リチャードデリシャス）

第5表　　貯蔵後の果実内容

（3）1971年の場合

満開154日で硬度が15．5となり例年より軟化する傾

向がみられた。満開後140日の場合は糖度が低く

（11・4），満開後147日で糖度が12．0度となっており，

したがって適期は147日ころと思われた。なお，この

ころから落果が著しく多くなる傾向がみられた。

（4）1972年の場合

満開後147日以前のものは硬度が15ポソド以上で，

糖度12度以下となっており，収穫適期とは思われな

かった。満朗後154日では糖度が12．5となり，また地

色（指数5．41）も進んでおり収穫適期と思われた。な

お満開後161日では硬度が14．8ポンドとやや軟化する

傾向がみられ，また収穫前落果も多くなる傾向にあっ

た。

2　貯蔵後の果実内容

貯蔵後の果実内容は第5表に示すとおりである。年

度による差がみられ，1叩1年は一般に軟化の度合が

大きかった。

1970年及び1〃2年の場合，貯蔵後8週間までは比

較的いずれの採取時期のものも軟化し難い傾向にあっ

た。しかし，12～18週間後でみると，即食用として

適期と思われた満開154日以後に採取したものの軟化

が特に促進される傾向がみられた。

一般に即食用としての適期より前に収穫したものは

軟化し難い傾向にあったが，1970年の場合，早期に

採取したものが貯蔵後のヤケの発生が多くなる傾向が

みられた。

採 取 時 期

（ 満 開 後 日 数 ）

硬　　　　 度 糖　　　　　 度 酸　 含　 量　 （肇 ） ヤ チ （矧

＊ 8
1’2 1 8 8 1 2 1 6 8 1 2 1 8 1 4

1 9 7 0

1 4 0 1 5 ．0 1 4 ．9 1 5 ．8 1 1．9 1 2 ．7 1 2 ．5 0 ，2 8 0 ．2 5 0 ，2 5 4 0 ．0

1 4 7 1 4 ，0 1 4 ．4 1 2 ．8 1 2 ．5 1 2 ．7 1 2 ．9 0 ．2 5 0 ．2 7 0 ．2 5 4 5 ．5

1 5 4 1 5 ．8 1 2 ．7 1 2 ．1 1 5 ．2 1 5 ．4 1 5 ．1 0 ．2 4 0 ．2 5 0 ．2 5 5 0 ．0

1 8 1 1 5 ．0 1 2 ．0 1 0 ．9 1 5 ．0 1 5 ．1 1 5 ．0 n 2 8 0 ．1 9 0 ．1 9 1 0 ，0

1 9 7 1

1 4 0 1 1．4 1 1．d 1 1 ．2 1 1．9 1 1．9 1 2 ，1 0 ．5 0 0 ．2 7 0 ．2 7 1 0 ．0

1 4 7 1 1．7 1 0 ．8 1 1．0 1 2 ．2 1 2 ，1 1 1 ．1 D ．2 4 0 ．2 5 0 ．2 4 1 8 ．7

1 5 4 1 1 2 R d 鼠 7 1 2 ．5 1 2 ．1 1 2 ．1 ロ．2 4 0 ．2 4 0 ．2 5 6 ．7

1 d l R 7 鼠 1 8 ．4 1 2 ．8 1 2 ．4 1 2 ．9 0 ．2 4 0 ．2 5 0 ．2 1 占．7

1 9 7 2

1 4 0 1 4 ．4 1 4 ．0 1 4 ．4 1 2 ．5 1 2 ．4 1 5 ．0 0 ．5 8 0 ．5 4 0 ．5 7 0

1 4 7 1 ム 2 1 4 ．2 1 5 ．7 1 5 ．4 1 5 ．0 1 5 ．5 0 ．5 4 0 ．5 5 0 ．5 5 6 ．7

1 5 4 1 4 ．9 1 2 ．8 1 5 ．2 1 5 ．5 1 5 ．6 1 1 ．9 0 ．5 5 0 ．5 7 0 ．5 d 2 0 ．0

1 6 1 1 4 ．7 1 1．d 1 1．5 1 5 ．4 1 5 ．8 1 5 ．0 0 ．2 9 0 ．5 2 0 ．5 1 ロ

＊　貯蔵後週数
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以上のように短期冷蔵の場合は，即食用の適期とは

ば同時期に適期があると考えられたが，試験年数が少

なく今後なお検討を要するものと思われた。

含量が多くなる偵向がみられた。

3　気象条件と収桂適期との関係

1で各年次ごとに収穫適期を痍討したが，これらの

なお採取時期の早いものほど糖度が低く経過し，威　　収穫適期と気象条件との相関をみたのが第4表であも

第4表　　満開日から満開154日までの気象条件と収穫適期との相関

最 高 気 温

積　 算

最 低 気 温

積　 算

平 均 気 温

恕　 算

気 温 較 差

故　 算

日　照 時 数 降　 水　 量 収 穫 適 期

1 9 （～9

℃ ℃ ℃ ℃

7 9 R 5
m

日一

5．7 0 8．6 2，5 9 8．2 5，0 8 4．5 1．5 2 8．7 7 4 8．4 1 6 5

1 9 7 0 5，8 7 1．0 2，4 4 5．9 5，0 5 8．8 1，2 2 5．1 8 d O．4 4 2 1．8 1 5 4

1 9 7 1 5，6 6 4．占 乙4 9 1．2 5，0 7 8．5 1，1 7 5．4 5 9 4．5 9 0 2．8 1 4 7

1 9 7 2 5，7 8 0．5 乙 5 5 4．7 5，0 5 D．5 1．2 2 （～．8 7 7 （～．5 7 9 1．4 1 5 4

相 関 係 数 0．5 7 5 － 0．6 8 4 － 0，5 8 5
0．9 9 1＊＊

0．8 7 5 － 0．2 5 4 －

満開から満開12d日（蓑略），満開154日までの気

象との関係では，いずれも最高，最低の気温較差若芽

（r芸0．984及び0．991）の相関が高く，その他の気象条

件との相関は認められなかった。

以上のことから，収穫適期は年度により差がみられ，

その範囲は満開後147～1爵日にわたったが，この差

は特に歳高最低の気温較差の影響が大きいものと思わ

れた。

リンゴの大規模団地における黒星病の発生実態と防除対策

佐藤幸平巧く友義視．阿部寛二．大村文雄
＊

（＊蒜
宮城県盛業普及課

宮城県園芸試験場

1　ま　え　が　き

我が国のリンゴ黒星病の発生経過をみると，昭和50

年に北海道でその発生が確認されている。本州におい

ては，昭和45年に岩手県で発生が認められて以来昭

和48年8月現在までに東北d県，新潟県の各県に発

生が確認されている。

一方，宮城県におけるリンゴ黒星病の発生状況をみ

ると，昭和45年に泉市の果樹団地，47年には色麻

村の果樹団地と同村内の農業高校の放任軌　48年に

は七ヶ宿町の個人栽培園と附近の散布樹に発生が認め

られた。発生地域は，いずれも山間部または山間部に

近いところであった。

本報告は，45年に発生した泉市芳の平果樹生産組

合は場における黒星病の発生実態と防除対簾について

取りまとめたものである。

なお，本病の発生調査，指導に当たっては，多くの

＊＊

＊蒜㍍’品盲益友所）

方によってなされたものであり，関係者に感謝の意を

表する。

2　芳の平果樹生産組合の概況

当組合のリンゴ団地は，仙台の西北方約50Km，標

高400～500肌のところにあり，昭和59年から42

年に県営頗パ事業により108血のリンゴ園を造成し，

ゴールデン・デリシャス系，ふじなどの品種を主体に

5万本余の苗木を植栽した。

自然条件としては，年平均気温は10℃余，碩雪50

～50C椚，降水量は1．400mぐらいと推定される。地形

は緩傾斜地が大部分であり，土壌は火山灰土である。

冬から春にかけては北西の季節風が盛い。

現在の参加戸数は150戸で農事組合法人化を周り

運営を行っている。

宮城県農業セ　ン　ター


